
中日新聞 2023年1月1日(日)1面記事 

なお、この語草"写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。 

2023年(令和5年)1月1日(日曜日)中 日 素手-

養
護
教
諭
増
量
超
「
必
要
」

本
紙
教
委
調
査
子
の
問
題
多
様
化

一
人
勤
務
が
大
半
と
な
っ
て
い
る
公
立
小
中
学
校
の
襲
護
教
諭
を
巡
り
、
全
国
の
四
十
七
都
道
府
県
と
二
十
政
令
指
定
都
市

の
教
育
委
員
会
を
対
象
に
実
施
し
た
本
紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
九
割
超
が
増
員
を
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
不

登
校
や
虐
待
、
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
業

務
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
=
連
載
「
ロ
ス
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
」
⑭
⑭
面

(55%)

コ
ロ
ナ
対
応
も
負
担
に

(77%)

養
護
教
諭
は
全
学
年
で
三
学

級
以
上
の
小
中
学
校
に
配
置
さ

れ
、
人
数
は
教
員
の
定
数
算
定

な
ど
を
決
め
た
義
務
標
準
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
二
人
が
常

勤
す
る
複
数
配
置
は
、
小
学
校

が
妃
童
八
百
五
十
一
人
以
上
、

中
学
校
は
生
徒
八
百
一
人
以
上

が
条
件
。
文
部
科
学
省
は
こ
れ

と
は
別
に
、
い
じ
め
対
応
な
ど

の
課
題
の
あ
る
学
校
に
対
し
、

全
国
で
四
百
十
五
人
(
二
〇
二

二
年
度
)
を
遁
加
で
配
置
し
て

い
る
。

独
自
基
準
、
制
度
で

壇
数
配
置
し
て
い
る

独
自
に
は
な
い
が
、
配
置
の

拡
大
、
基
準
緩
和
が
必
要

配
置
の
拡
大
、
基
準
緩
和
の

必
要
性
は
な
い

囲
膏
讃
歌
群
議

は
、
児
童
の
養
護
を
つ
か
さ
ど

る
」
と
規
定
さ
れ
、
文
部
科
学

省
は
職
務
と
し
て
①
保
健
管
理

②
保
健
教
育
③
健
康
相
談
④
保

健
室
経
営
⑤
保
健
組
織
活
動

(
地
域
連
携
な
ど
)
-
を
挙
げ

る
。
学
校
基
本
調
査
(
2
0
2

2
年
度
)
に
よ
る
と
、
全
国
の

国
公
私
立
を
合
わ
せ
た
小
中
学

校
計
2
万
9
1
7
3
校
に
対

し
、
養
護
教
諭
は
2
万
8
9
3

2
人
。
他
に
都
道
府
県
教
委
が

臨
時
免
許
で
採
用
し
、
馨
護
教

諭
を
補
佐
す
る
襲
護
助
教
諭
が

2
4
4
7
人
い
る
。
2
2
年
度
採

用
の
養
護
教
諭
は
1
2
6
3
人

で
、
倍
率
は
7
・
2
倍
だ
っ

た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
在
の

複
数
配
置
に
関
し
て
四
十
四
都

道
府
県
と
十
八
政
令
市
、
計
六

十
二
教
委
(
9
3
%
)
が
「
拡

大
、
基
準
緩
和
が
必
要
」
と
回

答
。
こ
の
う
ち
愛
知
、
長
野
、
滋

賀
な
ど
八
府
県
と
、
名
古
屋
、
浜

松
、
横
浜
な
ど
七
市
が
独
自
に

基
準
や
制
度
を
設
け
、
養
護
教

諭
を
追
加
で
配
置
し
て
い
た
。

「
拡
大
、
基
準
緩
和
の
必
要

は
な
い
」
と
の
回
答
は
福
島
、

山
口
、
大
分
の
三
県
と
、
さ
い

た
ま
、
福
岡
の
二
市
、
計
五
教

委
に
と
ど
ま
っ
た
。

国
へ
の
要
望
を
自
由
語
透
で

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
福
井
県
は

「
少
子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
数

は
減
少
し
て
い
る
が
、
起
こ
る

問
題
は
多
様
で
、
養
護
教
諭
の

負
担
は
増
大
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
滋
賀
県
も
「
命
に
か
か
わ

る
サ
イ
ン
を
察
知
す
る
な
ど
教

育
相
談
に
関
す
る
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
」
と
複
数
配
置

=「克重畳従前請轟諦垂罷

独自配置

空室塗。国への要望(自由詫述、一都抜粋)

手洗い
愛知県 ○ 指導などの保健教育を行うため、複数配

置の拡大を図ってほしい

岐阜県 × 複数配置基準の緩和

三重県 × すべての学校への配置や複数配置の拡大

長野県 ○ さらに複数配置の基準を緩和してほしい

滋賀県○籠総轄鵠認諾溺翳欝案
と(誌謹教諭への)期待は大きくなっている

福井県×籍籠諜認識鰭諸藩饗欝
石川県 × 講述なし

富山県 × 国の複数配置の基準の緩和

いじめや不登校への対応等、比較的規模
静岡県 × の大きい学校でも「人配置で十分にカを

発揮できない状況

諾§諾護憲蒜て叫

中
部
9
県
3
市
教
育
委
員
会
の
主
な
回
答

基
準
の
引
き
下
け
を
求
め
た
。

静
岡
県
は
「
比
較
的
窺
榛
の

大
き
い
学
校
で
も
一
人
配
置
で

あ
る
た
め
、
(
養
護
教
諭
が
)

十
分
に
力
を
発
揮
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
」
と
強
請
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
受
け

て
「
感
染
症
対
策
に
お
い
て
学

校
保
健
の
中
心
で
あ
る
養
護
教

諭
の
役
割
や
負
抱
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
」

(
京
都

府
)
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

養
護
教
諭
の
複
数
配
置
は
、

児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
や
保
健

指
導
に
一
人
で
は
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

一
九
九
三
年
の
義
務
標
準
法
改

正
で
導
入
。
二
8
一
年
の
改

正
で
現
在
の
基
準
と
な
っ
て
以

降
、
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
全
国

養
護
教
諭
連
絡
協
議
会
な
ど
は

繰
り
返
し
、
文
科
省
に
複
数
配

置
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

複
数
配
置
基
準
の
緩
和
な
ど

を
求
め
る
教
委
が
九
割
を
超
え

た
本
紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
、
文
科
省
の
掴
当
著
は

「
こ
れ
ま
で
も
計
画
的
に
配
置

改
善
を
図
っ
て
き
た
。
近
年
、

複
数
配
置
基
準
の
緩
和
は
で
き

て
い
な
い
が
、
心
身
の
健
康
に

対
応
す
る
た
め
追
加
的
に
措
置

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
十
二
月

に
書
面
で
実
施
。
す
べ
て
の
都

道
府
県
と
政
令
市
が
回
答
し

た
。
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な
お
、
こ
の
語
草
・
写
真
等
は
、
中
日
新
聞
社
の
許
諾
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す
。
 

甲
つ
畏
○
態
口
授
蜜
来
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二
部
小

春
′
翻
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ゆ
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鱒
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桂
ゆ
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控
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東
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雀
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心
o
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つ
窒
ぐ
ゆ
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刈
′
拙
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的
つ
船
ゆ
「
Ⅲ
」
 
o

襲

「
串
的
冶
」
的
小
一
中
盤

壬
的
掩
球
Q
柾
を
職
忌
日
翻
Q
避
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∨
磁
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彊
澱
二
棚
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離
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郎
ミ
毅
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縫
S
’
哩
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∩
筏
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的
鞠
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こ
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つ
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寝
蝦
三
尊
∩
追
’
犠
牲
投
こ
高

和
露
○
機
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′
吋
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こ
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描
髄
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′
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∩
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馳
b

同
母
」
㈱
㊥
○
壁
塾
爛

覧
甲
殻
鱒
養
澱
忌
中
三
嶋
良

禽
′
面
映
醐
請
合
い
$
同
穴
ゆ

醸
陸
詮
翻
旺
挫
傷
二
〇
 
「
急

や
娃
∩
い
姫
川
n
り
つ
い
静
に

輔
轍
∨
掩
S
′
翻
婆
つ
い

三
嶋
」
 
o
態
醜
籍
渡
襲
′
塙

帽
爛
e
繊
琵
如
く
1
登
ゆ
o

翻
せ
蛙
ら
般
二
難
涯
′

り
Q
博
帥
襲
む
申
楚
特
二
〇
閏

留
養
東
食
暴
挫
’
夜
襲
斑
襲
紺

涙
位
も
こ
。
襲
養
「
馳
〕
耗
二

時
Q
手
鍋
禄
′
東
食
小
峰
二
男

紬
東
の
」
 
o
串
的
$
樹
以
来
雨

蛙
’
壁
基
軸
嬉
Q
避
晒
瑠

憧
Q
髄
特
的
壷
の
壁
団
的
韓

の
つ
在
校
二
〇

出
陣
駆
り
Q
Ⅲ
′
緒
鮮

命
唾
蟹
翻
り
蛾
で
′
曜
離
Q
国

営
睦
Ⅲ
鵬
敵
襲
○
匝
小
塙

中
瀬
口
鋤
調
前
説
」
人
)
こ
)
0

」
く
掛
軸
Q
塙
串
薫
く
∩
ト
)
∨
ゆ

り
’
1
 
K
瑳
高
上
-
ト
的
園
や

嬉
鵜
つ
程
合
畏
o
 
「
堅
田
′
上

顎
週
紬
隷
つ
い
’
豊
欝
倣
鰭
的

・
 
」
的
0
」
○
懐
瞬
部
位
b
ゆ
り
′

鱒
離
e
高
車
ヽ
草
案
蜜
∩
畏
o

騒
躍
。
瑳
畳
聾
増
∩
離

籍
綴
Q
程
的
′
絢
∩
胴
部
草

堂
蟄
閲
磐
こ
裏
口
く
禄
績
S
壷

長
い
畏
o
 
「
桃
漫
堅
田
」
へ
凪

的
長
も
ゆ
り
′
軸
蝶
翻
楚
蟻

S
魁
S
′
 
「
柵
小
椋
ゆ
」
 
o

も
つ
染
む
′
楚
慶
喜
や
隷
o

◇

約
胱
海
綿
袴
醤
馬
騨
蛙
∩
叶

刊
前
条
鰯
的
闘
醍
醐
o
駒

や
鯛
娘
心
陸
中
の
康
畏
擾
馳

せ
闊
∨
匂
Q
粗
出
陣
犠

牲
’
翻
養
垣
的
仰
い
で
約
騒

擾
養
噴
来
い
V
-
O
o
韻
繕
「
ロ

高
上
高
卒
十
三
ユ
」
 
Q
揺
上
蔀

や
塾
′
制
糧
e
幽
艶
距

離
籠
蟻
騒
Q
鰹
掲
繚
つ
い
′
小

知
$
壕
的
禄
轄
姻
施
翻
つ
的

拡
鵜
原
的
o
 
(
)
」
Q
煎
憲
控
羽

場
回
申
も
)

萱翌常識庸

強網難題簾田甘

(敵に速乾)こ櫓の・〇⑨寸柵

-筒の寸(○○則)剣的〇

十十態圏困

卓8圭○撮りっ叫O㊥o宣o更長

音上品録隠脇田動因

串
封
昭
庵
鴫
抵
当
強
紅
く
鶴
来
ふ
小
才
で
室
生
)
樹
塾
的
種
尽
忠
」
櫛
‡
長
持
選
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「
無
理
」
親
に
一
言
え
な
い

「
ち
ょ
っ
と
の
ど
が
変
で

す
。
熱
が
あ
る
か
も
」
。
昨
年

十
一
月
下
旬
の
昼
下
が
り
。
東

海
地
方
に
あ
る
小
学
校
の
保
健

室
に
、
高
学
年
の
男
子
児
童
が

入
っ
て
き
た
。
熟
を
測
る
と
、

三
六
・
九
度
。
賽
讃
教
諭
は

「
少
し
横
に
な
っ
て
様
子
を
見

よ
う
が
」
と
カ
ー
ア
ン
で
隔
て

ら
れ
た
ベ
ッ
ド
に
促
し
た
。

タ
オ
ル
ケ
ツ
ト
に
く
る
ま
っ

た
男
子
児
童
は
、
す
ぐ
に
眠
り

に
落
ち
た
。
一
時
間
ほ
ど
で
目

を
覚
ま
し
て
起
き
上
が
る
と
、

「
た
ぶ
ん
、
大
丈
夫
で
す
」
。

す
ま
し
た
様
子
で
話
し
た
。

ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
、

保
燵
室
の
光
景
。
だ
が
、
男
子

児
童
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い

時
間
だ
。

一
、
二
カ
月
に
一
度
、
決
ま

っ
て
午
後
の
休
み
時
間
に
や
っ

て
く
る
。
「
な
ん
か
変
。
調
子
が

悪
い
か
も
」
。
訴
え
は
い
つ
も
、

曖
昧
だ
。
元
気
は
な
い
が
、
具

合
が
悪
そ
う
に
も
見
え
な
い
。

う
つ
む
い
て
ぼ
そ
ぼ
そ
と
話

す
男
子
児
童
の
姿
か
ら
、
養
護

教
諭
は
「
一
息
つ
き
た
い
ん
だ

ろ
う
な
」
と
休
ま
せ
る
。
「
も

う
ち
ょ
っ
と
頑
張
ろ
う
か
」
と

励
ま
し
た
り
、
「
本
当
は
ど
う

し
だ
い
の
」
と
問
い
た
だ
し
た

り
は
し
な
い
。

普
段
は
活
発
な
男
の
子
だ
。

休
み
時
間
に
は
友
達
と
運
動
場

で
遊
び
、
放
課
後
は
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
塾
な
ど
の
習
い
事
を
こ

な
す
。
両
親
は
学
校
行
事
や
懇

談
会
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
お

り
、
教
書
に
熱
心
だ
。

男
子
児
童
が
保
健
室
で
休
ん

だ
時
は
、
学
棟
か
ら
保
護
者
に

連
絡
す
る
。
こ
の
日
も
担
任
が

電
話
す
る
と
、
母
親
は
言
っ

た
。
「
熱
が
な
い
な
ら
、
そ
の

ま
ま
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

男
子
児
童
は
学
校
の
後
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
に
行
く
予
定
だ
っ

た
。
養
護
教
諭
に
「
習
い
事
に

は
行
け
そ
う
か
な
」
と
聞
か
れ

る
と
、
「
た
ぶ
ん
、
無
理
で

す
」
と
自
信
な
さ
げ
に
答
え

た
。
「
自
分
で
お
母
さ
ん
に
言

え
る
か
な
」
と
の
問
い
か
け
に

は
、
「
う
ー
ん
」
と
言
っ
た
ま

ま
、
う
つ
む
い
た
。

そ
の
三
週
間
ほ
ど
前
。
養
護

教
諭
は
同
じ
問
い
か
け
を
別
の

子
ど
も
に
し
て
い
た
。
歩
き
に

く
そ
う
に
し
て
保
健
室
に
入
っ

て
き
た
女
子
児
童
。
「
足
が
痛

い
で
す
」
。
靴
下
を
脱
ぐ
と
、

足
の
指
に
傷
が
あ
っ
た
。

「
家
の
人
に
話
し
た
?

病

院
に
行
こ
う
と
い
う
話
に
な
ら

な
か
っ
た
の
?
」
。
手
当
て
を

し
な
が
ら
養
護
教
諭
が
聞
く

と
、
女
子
児
童
は
二
回
は
言

っ
た
ん
だ
け
ど
…
」
と
言
葉
を

濁
し
た
。
「
あ
ん
ま
り
言
う

と
、
お
母
さ
ん
に
思
い
か
ら
」

働
き
な
が
ら
自
分
を
育
て
て

く
れ
て
い
る
母
親
。
疲
れ
て
帰

宅
し
て
も
、
女
子
児
童
が
友
達

と
け
ん
か
し
て
落
ち
込
ん
で
い

る
と
、
「
何
か
あ
っ
た
の
」
と

気
付
い
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ

る
。女

子
児
童
も
母
親
を
気
遣

い
、
毎
日
進
ん
で
手
伝
い
を
す

る
。
「
お
皿
を
洗
っ
た
り
、
溌

擢
物
を
た
た
ん
だ
り
す
る
の
ば

私
の
仕
事
な
ん
だ
よ
」
。
以

前
、
養
護
教
諭
に
得
意
脇
に
話

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

心
配
を
か
け
た
く
な
く
て
、

痛
く
て
も
黙
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
指
の
傷
は
う
ん
で
、
赤

く
腫
れ
て
い
た
。
「
家
で
ち
ゃ

ん
と
話
し
て
ね
」
。
養
護
教
諭

が
そ
う
諭
す
と
、
「
う
ー
ん
一

で
も
嫌
だ
な
あ
」
と
困
っ
た
よ

う
な
顔
を
し
た
。

遠
慮
な
の
か
、
気
遣
い
な
の

か
、
期
待
に
応
え
た
い
思
い
な

の
か
。
心
や
体
が
痛
ん
で
い
て

も
、
親
に
言
い
出
せ
な
い
子
ど

も
が
い
る
。

囲害I犀星撃墜

kodomo@chunichi.cojp

052(と01 )433「

〒46○○851 1 (住所不要)

中日新聞社会都
子ども取材班

子
ど
も
を
守
り
、
迷
子
(
ロ
ス
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
)
を
置
き
去
り
に
し
な
い
た
め
に
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薬
「
楽
に
な
り
た
く
で
」

夜
中
に
眠
れ
な
く
な
っ
た
女

子
生
徒
は
、
自
宅
の
薬
箱
か
ら

鎮
痛
剤
と
せ
き
止
め
の
錠
剤
を

取
り
出
し
た
。
水
と
一
緒
に
、

口
に
含
む
。
飲
み
込
ん
だ
後
に

訪
れ
る
「
ふ
わ
ふ
わ
っ
と
す
る

感
覚
」
で
、
悩
み
か
ら
解
放
さ

れ
た
か
っ
た
。

東
海
地
方
の
中
学
校
に
通
っ

て
い
た
女
子
生
徒
。
ち
ゃ
め
っ

気
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か

ら
慕
わ
れ
て
い
た
。
授
業
も
部

活
も
、
真
剣
に
取
り
組
む
。

だ
が
二
年
生
に
な
る
と
、
小

学
校
か
ら
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ

の
友
達
が
、
授
業
を
抜
け
だ

し
、
喫
煙
や
夜
遊
び
を
始
め

た
。
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
女
子

生
徒
は
「
ま
じ
め
で
つ
ま
ん
な

い
」

「
い
い
子
ぶ
っ
て
る
よ

ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。一

緒
に
い
る
の
も
、
友
達
に

合
わ
せ
て
悪
ぶ
っ
て
み
せ
る
の

も
つ
ら
い
。
関
係
を
絶
つ
こ
と

も
で
き
な
い
う
ち
に
、
新
し
い

友
達
と
も
ぎ
く
し
ゃ
く
し
始
め

た
。
学
校
で
は
や
せ
我
慢
の
笑

顔
で
や
り
過
ご
し
て
い
た
が
、

心
の
中
で
は
逃
げ
出
し
た
く
な

っ
て
い
た
。

母
親
に
相
談
す
る
と
、
「
他

の
子
だ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
も
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
」
。
励
ま
し
て
く
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
女
子
生
徒
は

突
き
放
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ

た
。誰

も
信
頼
で
き
な
い
。
仲
良

く
し
て
き
た
友
達
を
遠
ざ
け
よ

う
と
す
る
自
分
は
最
低
だ
。

「
自
分
な
ん
か
こ
の
世
か
ら
い

な
く
な
れ
ば
い
い
」

消
え
た
い
。
で
も
、
死
ぬ
の

は
怖
い
。
思
い
悩
ん
で
眠
れ
な

く
な
っ
て
い
た
二
年
生
の
二
学

期
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
薬

を
飲
む
と
、
楽
に
な
る
よ
」
と
勧

め
る
動
画
を
見
た
。
半
信
半
疑

で
、
家
に
あ
っ
た
市
販
の
鎮
痛

剤
を
何
錠
か
、
飲
ん
で
み
た
。

「
気
持
ち
が
掻
く
な
っ
た
」
。

初
め
て
の
感
覚
。
体
に
悪
い
と

思
っ
て
も
、
眠
れ
な
く
な
る
と

薬
に
手
が
伸
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。薬

物
を
過
剰
に
摂
取
す
る
、

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
。
苦
痛
を
和

ら
げ
ら
れ
る
か
ら
と
著
者
に
も

広
が
る
。
だ
が
、
そ
の
副
作
用

は
心
と
体
を
む
し
ば
む
。

三
学
期
が
始
ま
っ
て
間
も
な

い
あ
る
日
の
夜
。
女
子
生
徒
は

い
つ
も
の
よ
う
に
薬
を
飲
ん

だ
。翌

日
の
朝
。
登
校
し
て
す
ぐ

に
、
保
健
室
の
扉
を
開
け
た
。

「
気
持
ち
が
悪
い
」
。
養
護
教

諭
は
当
時
の
様
子
を
「
顔
色
が

悪
く
、
と
ろ
ん
と
し
て
い
た
」

寒
空
の
も
と
、
夕
暮
れ
の
下
校
。

「
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
」
で
体
調
を

崩
し
た
女
子
生
徒
も
、
こ
の
道
を

通
っ
た
=
東
海
地
方
で

と
ノ
ー
ト
に
寵
録
し
て
い
る
。

「
寝
不
足
で
、
調
子
が
悪

い
」
と
訴
え
る
女
子
生
徒
。
ベ

ッ
ド
で
休
ん
で
も
、
表
情
は
膏

ざ
め
た
ま
ま
だ
っ
た
。
「
よ
く

な
っ
て
な
い
ね
。
何
か
あ
っ
た

で
し
ょ
」
。
養
護
教
諭
に
問
わ

れ
る
と
、
「
学
校
に
来
た
く
な

く
て
、
母
親
と
け
ん
か
し
た
」

と
答
え
た
。

重
量
だ
力
も
な
く
、
目
は
う

つ
ろ
。
「
違
う
何
か
が
あ
る
」

と
感
じ
た
養
護
教
諭
は
会
話
を

続
け
た
。
「
つ
ら
い
な
ら
話
し

て
」
「
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
。
一
時
間
は
ど
す
る
と
、

女
子
生
徒
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ

れ
た
。
÷
薬
を
結
構
、
飲
ん

だ
。
現
実
逃
避
し
た
か
っ
た
」

友
達
と
の
関
係
、
自
分
を
責

め
る
気
持
ち
、
夜
に
眠
れ
ず
苦

し
か
っ
た
こ
と
…
。
賽
護
教
諭

は
耳
を
傾
け
、
ノ
ー
ト
に
書
き

留
め
た
。

保
健
室
で
休
ん
だ
女
子
生
徒

の
体
謁
は
、
昼
ご
ろ
に
回
復

し
、
担
任
が
母
親
に
連
絡
し
て

迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
た
。
「
薬
を
飲
ん
だ
こ
と
は

絶
対
、
言
わ
な
い
で
」
。
女
子

匂
一
存
轟
ふ
む
,
l
て
珍
事
人
-
.
書
方
事
大

担
任
は
別
室
で
母
親
に
経
寵
を

伝
え
た
。
学
校
と
家
庭
で
連
絡

を
取
り
合
い
、
見
守
っ
て
い
く

た
め
だ
っ
た
。

謹
話
教
諭
は
そ
の
後
、
一
週

間
や
」
と
に
女
子
生
徒
の
様
子
を

ノ
ー
ト
に
観
録
し
た
。
÷
出
席

で
き
て
い
る
が
本
調
子
で
は
な

い
様
子
」

「
ク
ラ
ス
の
友
達
か

ら
強
い
言
葉
が
時
折
あ
る
」
。

廊
下
で
「
元
気
に
し
て
る
?
」

と
声
を
か
け
る
と
、
「
大
丈
夫

で
す
」
と
返
っ
て
き
た
。

三
学
期
の
終
わ
り
が
近
づ
い

た
こ
ろ
。
「
大
き
な
変
化
な
く

週
「
」
せ
て
い
る
。
生
徒
と
の
会

話
も
笑
顔
で
で
き
て
い
る
」
。

ノ
ー
ト
の
記
録
は
そ
こ
で
終
わ

っ
て
い
る
。
卒
業
し
て
が
ら
連

絡
は
な
い
。
「
今
は
心
か
ら
笑

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
。
養
護

教
諭
が
気
に
か
け
る
女
子
生
徒

は
こ
の
春
、
高
校
二
年
生
に
な

る
。

図星問題鰹 裏三へ

kodo mo@ch u nichi.co ,Jp

園田.閉園怒二

〇5と(と01 )4331

〒46○○85 1 「 (住所不要)

中日新聞社会都
子とも取材班

子
ど
も
を
守
り
、
迷
子
(
ロ
ス
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
)
を
置
き
去
り
に
し
な
い
た
め
に
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受
験
圧
手
放
ぜ
ぬ
端
末

離
艦
轄
躍

桑斤

長
方
形
の
液
晶
画
面
を
指
先

が
滞
る
。
入
力
し
た
命
令
に
応

じ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
動
き

だ
す
。
中
部
地
方
に
住
む
小
学

六
年
の
男
子
児
童
は
、
学
校
で

貸
し
出
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
ア

プ
リ
。
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る

と
、
体
験
し
た
人
か
ら
「
い
い

ね
」
と
は
め
ら
れ
る
。
「
も
っ

と
い
い
も
の
を
作
り
た
い
」
。

夕
食
や
風
呂
の
時
間
も
忘
れ
て

の
め
り
込
ん
だ
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
放
せ
な
い

理
由
は
、
他
に
も
あ
っ
た
。
没

頭
し
て
い
る
閏
は
、
中
学
受
験

に
向
け
だ
塾
で
の
勉
強
の
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
の
夏
休
み
明
け
。
「
お

な
か
が
痛
い
」
と
保
健
室
に
来

た
男
子
児
童
は
、
糞
謹
教
諭
に

訴
え
た
。
「
勉
強
、
苦
手
な
の

に
や
れ
と
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ

る
。
ゲ
ー
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

取
り
上
げ
ら
れ
て
、
イ
ラ
イ
ラ

幸
範
彊
謹

ほ
ど
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
い

た
。一

学
期
か
ら
、
保
健
室
に
よ

く
姿
を
見
せ
て
い
た
。
た
だ
、

元
気
に
雑
談
し
て
は
教
室
に
戻

っ
て
い
く
姿
に
、
襲
謹
教
諭
は

来
室
の
理
由
を
測
り
か
ね
て
い

た
。

「
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な

い
。
塾
に
行
き
た
く
な
い
」
。

男
子
児
童
の
言
葉
で
、
養
護
教

諭
は
納
得
し
た
。
受
験
の
た
め

の
塾
通
い
を
強
制
さ
れ
る
「
受

験
圧
」
が
苦
し
さ
の
源
だ
っ

た
。
ケ
ア
が
必
要
な
子
と
も
を

観
察
し
て
謹
録
す
る
「
配
慮
児

童
メ
モ
」
の
フ
ァ
イ
ル
を
取
り

出
し
、
男
子
児
童
の
名
前
を
蕾

き
込
ん
だ
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を

「
唯
一
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

と
言
う
男
子
児
童
。
不
満
を
ぶ

ち
ま
け
る
と
、
教
室
に
戻
っ

た
。
だ
が
、
下
校
し
た
は
ず
の

夕
方
、
今
度
は
保
健
室
の
入
り

口
に
立
っ
て
、
泣
い
て
い
た
。

「
煽
り
た
く
な
い
。
も
う
死
に

た
い
」
。
養
護
教
諭
は
落
ち
善

く
ま
で
話
を
聞
き
、
母
親
に
迎

え
を
頼
ん
だ
。

次
の
日
。
今
度
は
母
親
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
。
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
取
り
上
げ
た
ら
、
き
ょ
う

だ
い
の
端
末
を
奪
っ
て
使
っ
て

い
た
」
。
男
子
児
童
は
、
止
め

に
入
る
母
親
に
鉛
筆
を
投
げ
た

り
、
暴
れ
て
壁
を
壊
し
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

途
方
に
馨
れ
る
母
親
に
、
養

護
教
諭
は
塾
通
い
の
見
直
し
を

提
案
し
た
。
だ
が
母
親
は
、
通

わ
せ
続
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

た
。
母
子
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
る
祖
父
母
が
中
学
受
験
を
望

ん
で
い
た
た
め
だ
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
依
存
か
ら

抜
け
ら
れ
な
い
」
。
襲
謹
教
諭

は
抱
任
ら
と
チ
ー
ム
を
粗
み
、

塾
に
行
っ
た
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ゲ
ー
ム
窒
二
十
分
で
き
る
と
い

う
「
ご
褒
美
ル
ー
ル
」
を
つ
く

っ
た
。
守
れ
な
か
っ
た
ら
母
親

が
学
校
に
連
絡
し
、
担
任
が
指

導
す
る
。
こ
れ
以
上
、
親
子
の

衝
突
は
避
け
た
方
が
い
い
と
の

判
断
だ
っ
た
。

だ
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。

男
子
児
墓
は
「
ど
う
せ
後
で
塾

に
行
く
か
ら
」
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
没
頭
。
「
も
う
ル
ー
ル
を
破

っ
て
い
る
」
と
開
き
直
っ
て
夜

中
も
続
け
、
朝
も
起
き
ら
れ
な

い
ま
で
に
な
っ
た
。
叱
ら
れ
る

こ
と
だ
け
が
増
え
て
い
っ
た
。

二
学
期
の
半
ば
。
男
孟
児
童

は
一
人
で
校
庭
を
ぐ
る
ぐ
る
と

歩
き
回
っ
て
い
た
。
声
を
か
け

た
襲
護
教
諭
に
「
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
分
か
ら
な
い
。
助
け

て
ほ
し
い
」
。
今
ま
で
に
な

い
、
率
直
な
訴
え
だ
っ
た
。

養
護
教
諭
は
、
専
門
家
の
支

え
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。

医
師
や
心
理
士
ら
の
支
援
を
受

け
ら
れ
、
親
に
も
助
言
し
て
く

れ
る
児
童
相
談
所
が
い
い
。
母

親
に
電
話
し
、
「
児
相
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
」
と
告
げ
だ
。

年
末
年
始
、
小
学
校
最
後
の

冬
休
み
。
男
子
児
童
は
塾
の
冬

期
講
習
に
申
し
込
ん
だ
。
児
相

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面
談

が
始
ま
っ
た
が
、
ゲ
ー
ム
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
手
放
せ
な
い
。
も

う
す
ぐ
三
学
期
が
始
ま
る
。
三

月
の
卒
業
が
近
づ
い
て
く
る
。

たた劃百草華露∴-

kodomo@chunichi.cd.jp

052(201 )4331

〒460-85「 1 (住所不要)

中日新聞社会都
子とも取材班

子
ど
も
を
守
り
、
迷
子
(
ロ
ス
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
)
を
置
き
去
り
に
し
な
い
た
め
に
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刻
む
痛
み
消
え
ぬ
悩
み

\

弼
間
闘
開
聞
閏

〃
i

昨
年
十
一
月
、
中
部
地
方
に

あ
る
中
学
横
。
午
後
の
休
み
時

間
に
二
年
生
の
女
子
生
徒
が
保

健
室
に
駆
け
込
ん
だ
。
「
先

生
、
や
ば
い
。
血
が
止
ま
ら
な

い
」
。
左
の
手
首
に
あ
て
が
っ

桑斤

た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
、

赤
い
染
み
が
広
が
る
。

「
ま
た
や
っ
ち
ゃ
っ
た
の

?
」
。
養
護
教
諭
は
救
急
箱
か

ら
ガ
ー
ゼ
を
取
り
出
し
、
傷
口

を
押
さ
え
る
。
女
子
生
徒
は
一

年
生
の
時
か
ら
、
自
分
で
手
首

を
切
る
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
「
思
っ
て
た
よ

り
深
く
切
っ
ち
ゃ
っ
て
、
自
分

で
止
血
で
き
な
か
っ
た
」

養
護
教
諭
が
包
帯
を
巻
く
。

「
何
か
あ
っ
た
の
」
と
問
い
掛

け
る
と
、
女
子
生
徒
は
答
え
た
。

三
学
期
の
期
末
テ
ス
ト
の
結

果
が
悪
く
て
。
親
友
と
も
け
ん

か
し
て
る
し
。
ト
イ
レ
に
入
っ

て
、
つ
い
や
っ
ち
ゃ
っ
た
」

手
当
て
を
終
え
る
と
、
女
子

生
徒
は
平
然
と
し
た
様
子
で
教

室
に
戻
っ
た
。
糞
謹
教
諭
は
手

元
の
ノ
ー
ト
を
開
き
、
「
ト
イ
レ

で
リ
ス
カ
」
と
書
き
込
ん
だ
。

全
校
生
徒
、
約
三
百
人
。
養

護
教
諭
が
ノ
ー
ト
を
も
と
に
パ

ソ
コ
ン
で
打
ち
込
む
保
健
日
誌

に
は
、
毎
月
の
よ
う
に
自
傷
し

た
生
徒
に
対
応
し
た
寵
録
が
残

る
。左

手
に
傷
が
あ
る
の
ば
、
こ

の
生
徒
だ
け
で
は
な
い
。
同
学

年
の
女
子
生
徒
も
、
保
健
室
で

賽
護
教
諭
と
雑
談
を
重
ね
る
中

で
、
自
分
か
ら
シ
ャ
ツ
の
袖
を

ま
く
っ
て
傷
を
見
せ
た
。
細
く

赤
い
線
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
当

時
の
保
健
日
誌
に
は
「
欠
席
し

て
家
に
い
た
時
に
、
左
腕
前
腕

「トイレでリスカ」 。生徒の自傷
行為を記録した養護教輪のノ∵ト
=中部馳方の中学校で

圏

′
払

ざ

匿翌

誓
ー
藤
子
で

曹鴨

璃噸

/
醸

内
側
に
無
数
の
リ
ス
ト
カ
ッ

ト
」
と
あ
る
。

こ
の
女
子
生
徒
は
、
友
人
関

係
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
ク

ラ
ス
の
人
気
者
に
好
か
れ
よ
う

と
近
づ
き
、
反
対
に
嫌
わ
れ

た
。
校
外
学
習
で
、
別
の
班
に

入
ろ
う
と
す
る
級
友
を
強
引
に

引
き
留
め
、
け
ん
か
に
な
っ

た
。
ト
ラ
ブ
ル
を
重
ね
る
う
ち

に
孤
立
し
、
自
ら
を
傷
つ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

腕
の
甥
に
気
付
い
た
母
親

は
、
娘
を
責
め
た
。
「
私
も
苦

し
い
思
い
を
し
た
け
ど
、
乗
り

越
え
て
き
た
。
リ
ス
ト
カ
ッ
ト

す
る
な
ん
て
、
自
分
が
弱
い
か

ら
」
。
女
子
生
徒
に
は
、
学
校

で
も
家
で
も
、
心
安
ま
る
時
間

が
な
か
っ
た
。

養
護
教
諭
に
手
首
を
見
せ
た

時
、
女
子
生
徒
は
「
居
場
所
が

な
い
。
落
ち
善
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
つ
ら
い
」
と
漏
ら
し

た
。
や
ら
な
い
方
が
い
い
、
と

わ
か
っ
て
い
た
。
「
け
ど
、
や

る
と
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ

る
」

保
健
日
誌
に
は
「
性
」
に
悩

む
生
徒
の
説
速
も
あ
る
。
体
は

女
で
、
心
は
男
と
い
う
蛙
同
一

性
障
害
。
制
服
や
ト
イ
レ
、
体

育
の
授
業
な
ど
で
性
別
を
意
識

す
る
と
、
左
右
の
眉
毛
を
抜

く
。
「
性
別
の
違
い
が
当
た
り

前
の
学
校
生
活
が
つ
ら
い
」
。

保
健
室
に
来
て
は
、
訴
え
る
。

一
瞬
の
薄
み
で
、
目
の
前
の

苦
し
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る

生
徒
た
ち
。
賽
護
教
諭
は
声
に

耳
を
傾
け
、
「
苦
し
か
っ
た

ね
。
自
分
を
責
め
な
く
て
も
い

い
よ
」
と
声
を
か
け
る
。

自
傷
を
放
置
す
れ
ば
、
命
に

関
わ
る
行
為
に
つ
な
が
る
。
そ

の
時
は
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ

て
も
、
抱
え
る
悩
み
を
消
せ
る

わ
け
で
は
な
い
。
で
も
「
や
め

な
さ
い
」
と
は
言
え
な
い
。
そ

の
言
葉
が
、
さ
ら
に
生
徒
を
追

い
込
む
こ
と
に
な
る
と
思
う
か

ら
。

「
手
首
の
傷
は
手
当
て
が
で

き
て
も
、
自
分
を
痛
め
る
子
と

も
た
ち
に
は
心
の
傷
が
あ
る
」
。

見
え
な
い
傷
を
、
ど
う
癒
や
し

た
ら
い
い
の
か
。
養
護
教
諭
は

考
え
続
け
て
い
る
。

=
築
一
部
終
わ
り

(
取
材
=
北
島
忠
輔
、
四
方

さ
つ
き
、
中
崎
裕
、
多
国
尚

樹
、
写
真
=
今
泉
慶
太
、
鵜
沼

義
掛
)

kodomo@chun ich i.co.jp

図画四囲田園・を‾‾
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中日新聞社会都
子とも取材班

子
ど
も
を
守
り
、
迷
子
(
ロ
ス
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
)
を
置
き
去
り
に
し
な
い
た
め
に
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音申告イ{しド

第l部「保健室から」総集編 子とも締り・遊子(ロストチャイ研)翻る去博しないために

息苦しさを抱えて生きる子ともたちを適う連載「ロストチャイルド」 。徳1蹄「保健室から」 (1月1-6日掲載)では、学校の

保健室を特色に、敬重に行けない児盛や自らを鏑つける生徒の姿を伝えた。幾蛾対応する隠田は多綾にわたるが、大半の学校

で韓国は1人だl大増員に向けた園の捌きは鈍く、各自治体が工夫して独自に配電しているのカぢ引陶だ。 =Q Rコードに遍義

国
が
定
め
る
賞
の
謹
撰
頚

は
公
寄
漆
が
対
象
で
、
私
立
校
の

餐
腰
敵
顔
の
匿
は
、
公
立
に
比

べ
)
・
連
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

全
国
私
立
学
校
敢
闘
鎮
組
合
連

合
・
猿
田
敏
職
員
週
給
会
の
田

村
悦
子
代
表
櫨
軍
旗
u
-
は
「
全

国
に
は
生
徒
数
が
一
一
千
人
近
い

私
学
さ
ら
に
深
刻

基埠なく配置に遅れ

の
二
百
四
十
一
校
に

て
い
だ
が
、
私
立
は
小

一
校
に
一
人
以
上

配
困
状
況
を
ま
と
め
て
い

二
〇
二
一
年
度
の
閲
蓋
で

年
、
幾
護
敦
輪
の
全

の
生
抜
基
本
悶

う
例
も
あ
る
」
と
掴
締
す

の
鑓
渡
軟
諭
が
一
人

独自重閲ある自治体の取り組み

(本妙ントトぬ晒脚潮〉灘
「
保
健
室
の
先
生
」
と
し

て
、
校
内
で
の
け
が
や
痴
気
、

健
康
相
談
な
ど
に
対
応
す
る
謡

認
印
。
「
子
ど
も
の
心
を
温

め
る
ス
ト
ー
ブ
の
去
つ
な
槙
所

に
し
た
い
」
。
あ
る
小
学
校
の

袈
級
数
輪
は
そ
う
踊
る
か
、
不

罵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
飯
な
ど
の
謀
曹
掘

う
中
で
現
楊
か
ら
は
二
人

勤
務
で
は
適
い
付
か
な
い
」
と

の
由
も
漏
れ
る
。

法
録
に
基
づ
き
、
裁
題
閲

は
全
校
雪
一
学
級
以
上
あ
る
公

立
小
中
学
校
に
一
人
ず
つ
配
囲

さ
れ
て
い
る
二
一
人
欝
す

る
掘
毅
配
圏
は
、
小
学
校
が
児

蓮
八
百
五
十
一
人
以
上
、
中
学

校
は
生
従
八
百
一
人
以
上
が
条

件
。
会
商
露
盤
踏
襲
欝
盛

会
な
ど
は
拡
充
を
求
め
て
い
る

が
、
圏
は
二
8
一
年
以
降
、

鵡
繭
を
変
え
て
い
な
い
。

本
誌
が
昨
年
±
一
月
に
行
っ

た
纂
錯
綜
猿
と
柴
親
指
都

市
の
糞
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
轟
の
緩
和
な
ど

に
よ
ス
遜
健
が
遜
畢
壷
臨
し

て
い
る
抜
殻
が
九
割
を
超
え

た
。
こ
の
う
ち
八
府
県
と
七
政

令
市
竃
制
度
を

散
じ
、
毅
独
赦
墜
竃
綜
綴
圏

し
て
い
た
。

○
君
恩
市
は
、
園
の
竃
を

百
人
下
回
る
学
校
で
ね
遍
按
配

霞
が
で
き
る
よ
う
に
、
週
二
十

時
間
の
非
捻
四
で
怒
国
教
輪
を

任
用
。
二
二
年
度
は
、
国
の
怒

呼
を
満
た
す
小
学
校
士
一
渡
、

中
学
校
七
校
と
は
別
に
、
小
学

校
十
二
校
少
串
学
校
八
校
に
田

圃
し
て
い
る
。
市
教
委
の
椙
聖

者
は
「
い
じ
か
草
庵
徳
な
ど
問

題
が
多
槻
化
し
、
子
ど
も
が
多

い
ほ
ど
十
分
に
対
応
で
善
な
く

な
る
。
市
の
予
簿
の
弼
適

加
し
て
い
る
」
と
賭
す
。

子の悩み多様化自治体が独自に増員

ら
の
弼
適
に
基
づ
重
園
田
す
る

に
難
し
い
」
と
打
ち
明
け
る
。

独
自
の
鷲
矧
産
の
な
い

二
百
十
二
六
(
純
・
4
%
)
。
中

学
は
岡
七
百
七
十
八
校
に
対
し
、

四
百
十
七
人
(
部
・
8
%
)
に
と

と
ま
っ
た
。
田
村
代
表
は
「
人
件

鎖
を
抑
え
る
た
め
、
勤
務
日
や
時

間
が
限
ら
れ
る
悲
鞍
認
宙
を
充

て
て
い
る
学
校
が
少
な
く
な
い
」

と
説
明
す
る
。

垂
線
寄
居
の
掴

当
酉
は
「
私
立
は
公
立
と
通
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
理
念
も
あ

る
。
具
体
的
な
学
校
の
謡
営
内
容

は
学
校
法
人
の
考
え
盗
登
と
説

明
す
る
。

碩
村
代
表
は
「
公
立
で
も
私
立

で
も
、
端
麗
預
輪
は
子
と
も
た
ち

の
健
康
に
気
一
〇
配
り
、
成
長
を
見

守
っ
て
き
た
」
と
蘭

「
貝
次

元
の
少
子
化
対
徳
」
を
掲
げ
る
政

府
に
対
し
、
「
子
ど
も
施
節
を
畷

優
先
と
す
る
な
ら
、
大
き
く
遅
れ

て
い
る
私
学
の
墾
踊
鞍
粉
の
配
割

安
感
に
日
を
向
け
、
改
著
し
て
ほ

し
い
」
と
折
え
る
。

養
護
教
諭
ュ
人
で
は

心の問題に深く向き合うために複数人必要

連載ダイジェスト

⑩葛藤
愛郷環内の住

宅街にある小学

校の保健壷で、
5年生の女子児

密が圃孝に韻を

うずめていた。
綬案は船まって

いるが、叔垂に

駿足が向かな
しヽ理由を宙在る整数教諭に、 「どうしてって聞か

れても分からない」 。遮整数輪峡「分からない子が

大半」と密〇、千ともたちの訴えを受け止める○

②蓮邁

③逃避
インターネットで

「謡を飲むと楽にな
る」と帥める塑謡を見

た女子中学生。学報
での友人関係などで

善しさを感じ、 「自分

なんかこの性からい

なく掌れ蝶いい」と思

い悩む夜などに、読

物を還弱に摂取する

オーバ-ドーズを擾

D透すようになった。

していいかわからず、途方に軌る旬報。猿謡敬諭

は児窟掲顕所への連越を秘め、冬休みを迎えた。

⑥自億

キ{÷′そこブ宏も

休み時間にトイレで自ら手管を切った女子生徒

が、中学校の保倦割こ趣け込んできた。憲綾歌輪

の俣徳自壊に鴎蜜月のようiこ日鋼した生徒に対応

した配鉦が残る。 -鍔の籍み雪、目の前の蓄しみ

を和らげようとずる生従たち。体の鐘は手当てで

きても、根本の心の陶をどう超やしたらいいか。委

殴教唆は考え誘けている。

笑顔で迎えたい、でも

絹井・養謹教諭の女性(的)

福井県でゝ嬰i整教諭をして20年になりま

す。私が請する力ヽ学校は児電約200人の

小規駿ですが、教室に入れない児超や少
しだけ入れる劇壇雪登校児箆、三重校を渋る児

宜が多くいて、対応に追われています。
家睦の顔個や夢荘重上の特臣もあると思い

ますが、田噺にもあったように学叡瀾室
に入れない理由が分力ヽらない児盛カl多い。

学校という袋田生活の中でどうサポート
し、どんな力をつけていくべきカ\そのた
めに私たち学薮にl人しかいない翻蛤
に何ができるのカ\悩む毎日です。

a興室に入りづらい子とのやりとりは、と

ても時間がかかります。他の粟弱が揃った

り、掴任や軸と絹張する時間が十分に
取れなかったりする日も少なくありませ
ん。どんな持主)笑納子どもを迎えたいと

思っていますが、時間も体も足りないと遜
じています。

どの学校でも見る光景
愛知・教頭(元養護教諭)の女性(弱)

30年余り襲蕗政論をして、今は教頭をし

ています。連載の内容(などの棚建

窒藷号慧葉蒜豊議案霊観
られる子どもは、まだ救われます。日輪
為をする子どもが100人いたら、自分から

助けを求められるのは4人1副ナという統計

があり、保健室にも来られない子どもの菌

をどう姶うかが駅留です。
租任の中には、自分のクラスの子が保健

室に通ったり、適任に握せない鰐を保健室
でしたりすることを録がる人がいます。弦

圃教諭も「提任にどこまで僧1寂を伝える

か」と悩むことがあります。
昌の糊の子どもたちは社会を映す錫で

す。オーバードーズ(疑物の過剰摂取)や
リストカットの低年齢化も喫緊の疎園で
す。保護者の方lこも、自筒への対処法や、

子どもの宙を「聴く」とはどういうことか
を知ってほしいと感じています。

「頼っていい」励まされた

愛知・尊「場裏敬生の女性( 1 9 )

遠軽に登場する子どもの気持ちに共
成しました。私もアレルギーをきっか
けに高校1年から頻繁に保健壁羽子く
ようlこなりました。画題のけんかが多

く、夕食の時間も遅くで生活リズムが

崩れ、体も心もつらい状態でした。限
界になりそうになったある日、 「少し

だるいので休ませてください」と保健
室を防ねると、翻刻喩が「何か悩ん
でいることない?」と声をかけてくれ

保健室登校娘は断られ
名古屋・主婦の女峰(塊)

高校生(こなった娘が小学生のころ、

堅純きたり、できなかったりを操り
返しました。教室にいることがしんど
くなったら、保蝕重しか行き塙はあり

ませんでした。

ある日、学校を休むことlこ抵抗を感

ました。秘密を守り、二日定的な宮琴宙で

気持ちを受け止めてくれました。

今もつらくなると「椎カヽミニ掘っても

いいんだよ」という蟹髭弱麹鴇の励まし

の酉謡を思い出します。子ともたちの

気持ちに蜜り添い、少しの変化にも気
付ける保両者を目指して頑張ります。

窮屈な思いする子心配
愛知・会社貝の男性( 53 )

連載4回目の「依存」で、タブレッ
トを手放せなくなった男子鬼窪が「校

庭をぐるぐる歩き回る」漆に不安を鍵

じていだ勉めヽら「保健蔓丁で過ごしたい」

と富われ、学校にお願いしました。午
後に学校から慨髄雷があり「保健室登校

はやってないから、今後はやめてほし

い」と告げられ、学接が子どもを拒否

する翻こ打ちのめされました。
登校できなくなり、 !カ月ほど過ぎ

たころ、学校から上登校しませんか」と

閲半日蕊が届きました。学校の対応
は今も繍できず、深い傷のつです。

えました。受験のプレッシャーに苦し
んで持ヽると思えたからです。

敏商システムが退化するほど「こう
しなけれIま」が多くなり、子ともくま問

題な思いをしている。一方、親からず

れは、標璃拘なことから遊説したり、

脱落したりするのは、とても′胞なこ
とだと思います。

長い人生では苦しみがつきもので
す。組線内の競争やバワハラなどによ
り、孤独や不安に悩み、飲酒やギャン

ブルにのめり込む依存i団は多い。大人

の世界でも同じような無がします。

臓的駆塑潰舶幽閉帥閤日照爾問


